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情 報

１ 学習指導と評価の工夫・改善

教科「情報」の学習においては、現代社会における情報の意義や役割を理解させるとと

もに、高度情報通信社会の諸課題を主体的、合理的に解決し、社会の発展を図る創造的な

能力と実践的な態度を育てる必要がある。

学習指導に当たっては、個別指導やグループ別指導、少人数指導、ティームティーチン

グなど、個々の生徒の理解力や習熟度などに応じたきめ細やかな指導を行うとともに、コ

ンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を駆使した実習等を通して、学習指導

要領に示された基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るとともに、個に応じた指導を充

実させることが大切である。

評価に当たっては、目標に準拠した評価を適切に行うため、生徒の学習の到達度を客観

、 、 、的に評価するための適切な評価規準を作成するとともに ペーパーテスト ワークシート

レポートなどの様々な評価方法の中から、生徒の学習活動の場面に応じて、的確に評価で

きる方法を選択することが重要である。また、評価の結果によって後の指導を改善し、さ

らに新しい指導の成果を再度評価するという、指導に生かす評価を工夫するとともに、評

価規準や評価方法について絶えず見直しを行うことが必要である。

２ 評価方法の改善・充実

( ) 評価計画表の作成1

ア 作成上の留意点

○ 科目の目標、内容及び指導計画に基づいて、単元ごとに観点別の評価規準を設定

すること。なお、次に示す評価計画表の例にある観点別の評価規準は 「おおむね、

満足できると判断される」状況（Ｂ）を例示したものである。

○ 各単元について、学習活動における具体の評価規準を設定すること。

○ 評価活動は、各単元だけではなく、各学期、年間と継続されていくものであるこ

とから、評価計画は、各単元、各学期、年間にわたって作成すること。

○ 評価の手段や方法を具体的に示すこと。

○ 評価活動が学期末に偏ることのないよう、評価の時期を工夫したり、学習の過程

における評価を一層重視したりするなど、評価の場面について工夫すること。

イ 評価計画表の例

科目名 情報産業と社会 大単元名 情報化を支える科学技術

科目名 情報産業と社会

大単元名 情報化を支える科学技術

単元の目標 ・コンピュータで処理されるデータの表現方法、論理回路及びコンピュータを構成する装置について取り上げ、そ
の基本的な内容を理解させる。

・基本ソフトウェア及びアプリケーションソフトウェアを取り上げ、この二つに分類したソフトウェアの体系と、
その役割や特徴などを理解させる。

・コンピュータの利用形態を集中処理及び分散処理の二つに分けて取り上げ、それぞれの方式や特徴について基本
的な概念を理解させる。
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評価の観点 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

「情報化を支 コンピュータシステムに データ形式や表現方法及 コンピュータとその周辺 データ形式や表現方法及
える 科学技 関するハードウェアやソフ び論理回路、コンピュータ 装置に関する基本的な操作 び論理回路、コンピュータ
術」の評価規 トウェア及び利用形態など 全体の働きとその構成や役 技術を身に付け、データ形 の機能や構成及び役割など
準 に興味や関心をもち、デー 割などについて考え、周辺 式や表現方法と論理回路、 に関する基礎的な知識を身

タ形式や表現方法及び論理 装置等の構成について適切 コンピュータ全体の働きと に付け、ハードウェアの基
回路、コンピュータ全体の な判断ができるとともに、 その構成や役割について説 本的な原理や特性などを理
働きとその構成や役割、基 基本ソフトウェアとアプリ 明できるとともに、基本ソ 解している。そして、基本
本ソフトウェアとアプリケ ケーションソフトウェアの フトウェアとアプリケーシ ソフトウェアとアプリケー
ーションソフトウェアの役 種類と内容及び役割につい ョンソフトウェアに関する ションソフトウェアの種類
割や特徴、データの処理方 て考え、それらに応じた活 基本的な操作技術を身に付 や内容に関する基礎的な知
式等について意欲的に調 用方法の適切な判断ができ け、その種類と内容及び役 識を身に付け、その基本的
べ、実践的な態度を身に付 る。 割について説明できる。 な操作方法や役割及び特徴
けようとしている。 コンピュータの利用形態 コンピュータの利用形態 などを理解している。

やデータ処理方式、インタ やデータの処理方式などに コンピュータの利用形態
ーネットの利用方法などに ついて説明できる。 やデータの処理方式など、
ついて考えることができ 処理システムの概念を理解
る。 している。

「ハードウェ ・コンピュータのハードウ ・２進数や16進数などによ ・２進数や16進数などによ ・２進数や16進数などによ
アの基礎 、 ェアに興味や関心をもち る表現方法、論理回路を る表現方法、論理回路な る表現方法、論理回路な」 、
「ソフトウェ ２進数や16進数などによ 用いた演算方法などを考 どについて説明できる。 どに関する基礎的・基本
アの基礎 、 る表現方法、論理演算と えることができる。 コンピュータと周辺装置 的な知識を身に付けてい」
「コンピュー 論理回路などについて調 コンピュータ全体の働き の基本的な操作技術を身 る。
タの 利用形 べ、自ら課題に取り組も や役割などを考え、コン に付け、コンピュータ全 コンピュータ全体の働き
態」の評価規 うとしている。 ピュータと周辺装置の構 体の働きや役割などにつ と周辺装置の機能及び役

。準の具体例 コンピュータ全体の働き 成と運用などについて適 いて説明できる。 割について理解している
とその構成や役割などに 切な判断ができる。
興味や関心をもち、コン
ピュータと周辺装置など
について調べ、確認しよ
うとしている。

・ソフトウェアやその利用 ・基本ソフトウェアとアプ ・実習などの体験を通し ・基本ソフトウェアとアプ
技術に興味や関心をもち リケーションソフトウェ て、基本ソフトウェアと リケーションソフトウェ、
基本ソフトウェアとアプ アの必要性と、それらの アプリケーションソフト アに関する基礎的・基本
リケーションソフトウェ 種類や内容及び役割を考 ウェアの基本的な操作技 的な知識をもち、それら
アの種類や内容及び役割 慮して、使用目的に応じ 術を身に付け、それらの の種類や内容及び役割を、
その特徴などについて調 た適切な選択ができる。 種類や内容及び役割を説 理解している。
べ、実習等の体験を通し 明できる。
て積極的に利用する態度
を身に付けようとしてい
る。

・コンピュータの利用形態 ・目的に応じて、コンピュ ・コンピュータの利用形態 ・コンピュータの利用形態
やデータの処理方式、イ ータの利用形態やデータ やデータの処理方式など やデータの処理方式など
ンターネットに興味や関 処理方式、インターネッ について説明ができる。 の知識をもち、処理シス
心をもち、その役割や特 トの利用方法などについ インターネットなどを活 テムの概念や特徴を理解
徴などについて調べ、実 て考えることができる。 用した情報収集の基本的 している。
践的な態度を身に付けよ な操作ができる。
うとしている。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解中単元 小単元

コ 通信ネッ 通信ネットワークの仕組 通信ネットワークを構成 通信ネットワークの形態 通信ネットワークとデー
ン トワーク みと利用法について意欲的 する接続機器を目的に応じ を、適切に図式化して表現 タ伝送の基礎的な内容を理
ピ のしくみ に調べたり、まとめたりし て適切に選択することがで することができる。 解している。
ュ と利用法 ようとする。 きる

６時間 【○ 行動観察】 【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ 小テスト】
ー

【 】
タ
の データ処 データ処理方式の特徴に データ処理方式の長所・ データ処理方式の仕組み データ処理方式の概念や
利 理方式 ついて意欲的に調べたり、 短所を考え、目的に応じて を、適切に表現することが 特徴を理解している。
用 まとめたりしようとする。 適切に選択することができ できる。
形 る。
態 【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ 小テスト】 【◎ 小テスト】

３時間 【○ 行動観察】【 】

集中処理 集中処理システムの特徴 集中処理システムの長所 集中処理システムの特徴 集中処理システムの特徴
システム について意欲的に調べた ・短所を考え、目的に応じ について、信頼性を数値化 と効果的な利用方法、コン

り、まとめたりしようとす て適切に選択することがで し、適切に表現することが ピュータシステムの信頼性
る。 きる。 できる。 を向上させる方法を理解し

ている。
【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ 小テスト】

３時間 【○ 行動観察】【 】

分散処理 分散処理システムの特徴 分散処理システムの長所 分散処理システムの特徴 分散処理システムの特徴
システム について意欲的に調べた ・短所を考え、目的に応じ について、適切に図式化し と効果的な利用法を理解し

り、まとめたりしようとす て適切に選択することがで て表現することができる。 ている。
る。 きる。
【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ ワークシート】 【◎ 小テスト】

３時間 【○ 行動観察】【 】

インター インターネットで利用で インターネットの今後の インターネットで利用で インターネットで利用で
ネット きるサービスについて意欲 発展性について考えること きるサービスを適切に利用 きるサービスの効果的な利

的に調べたり、まとめたり ができる。 することができる。 用法を理解している。
しようとする。
【◎ 行動観察】 【◎ ワークシート】 【◎ 実習提出物】 【◎ 小テスト】

３時間 【◎ ワークシート】【 】

【 ：評価方法を表す。 ◎：単元の評価の総括の資料とすることを示す。 ○：単元の評価の総括の資料としないことを示す。】
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( ) 観点別評価の進め方2

ア 考え方

小単元「分散処理システム」について 「学習活動における具体の評価規準」に照、

らして 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例、及び「努、

力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への手だての例を次に示す。

(ｱ) 「関心・意欲・態度」について

具体の評価規準「分散処理システムの特徴について意欲的に調べたり、まとめた

りしようとする」について、身のまわりの活用例を取り上げ、その特徴を具体的に

示すなど、意欲的に調べたりまとめたりしていることが認められる場合は 「十分、

満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。また 「努力を要すると判断さ、

れる」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてとしては、生徒が実習で使用

しているコンピュータについて、サーバとクライアントがどのような働きをしてい

るかを実習を通して確かめさせる。

(ｲ) 「思考・判断」について

具体の評価規準「分散処理システムの長所・短所を考え、目的に応じて適切に選

択することができる」について、実習を通して自ら特徴を見いだし、それぞれに適

する用途を考えられると認められる場合は 「十分満足できると判断される」状況、

（Ａ）と評価する。また 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される、

生徒への指導の手だてとしては、分散処理システムの特徴を教科書等を参考に例示

し、様々な分散処理システムの長所・短所を表形式にまとめさせた上で、どのよう

な業務に適しているかを考えさせる。

イ 評価方法の具体例

(ｱ) テストによる評価方法

［具体の評価規準及び評価の観点］

・ 集中処理システムの特徴と効果的な利用方法、コンピュータシステムの信頼

性を向上させる方法を理解している 【知識・理解】。

［評価方法］

・ テストの解答内容の点検・分析

［作問上の留意事項］

・ 下記の問題は、評価規準に照らして正答すれば「おおむね満足できると判断

される」状況（Ｂ）として評価できる問題（Ｂ問題）を３問、正答すれば「十

分満足できると判断される」状況（Ａ）として評価できる問題（Ａ問題）を２

問の計５問で構成している。

［評価の実際］

・ 「Ａ」と評価する場合 全問正解のとき、または誤答がＡ問題１問のみのと

き

・ 「Ｃ」と評価する場合 全問不正解のとき、または正答がＢ問題１問のみの

とき

・ 「Ｂ」と評価する場合 上記以外のとき
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（ ）コンピュータシステムの信頼性 稼働率による評価 の小テスト例（ ） 斜体は解答例

( ) あるシンプレックスシステムのコンピュータＡがある。このコンピュータは、1

平均すると、 時間の正常稼働に対して、５時間の修理時間が発生する。この155

コンピュータＡの稼働率を求めなさい （Ｂ問題）。

１５５÷（１５５＋５）＝０．９６８７５ ０．９６９

、( ) ( )のコンピュータＡを直列に２つ接続したコンピュータシステムＢについて2 1

稼働率を求めなさい （Ｂ問題）。

０．９６８８×０．９６８８＝０．９３８５７３４４ ０．９３９

、( ) ( )のコンピュータＡを並列に２台接続したコンピュータシステムＣについて3 1

稼働率を求めなさい （Ｂ問題）。

１－（１－０．９３８６）×（１－０．９３８６）＝０．９９６２３００４ ０．９９６

( ) ３台のコンピュータＤ、Ｅ、Ｆを図１のように接続したときのシ4

ステム全体の稼働率を求めない。ただし、コンピュータＤの稼働率

を 、コンピュータＥの稼働率を 、コンピュータＦの稼働率を0.90 0.85

図１0.95 とする （Ａ問題）。

０．９０×｛１－（１－０．８５）×（１－０．９５） ｝＝０．８９３２５ ０．８９３

( ) ( )の３台のコンピュータＤ、Ｅ、Ｆをどのように接続すると、システム全体5 4

の稼働率を最大にできるか。接続図を図１にならって書きなさい （Ａ問題）。

図２のように接続したときの稼働率を求める。

０．８５×｛１－（１－０．９０）×（１－０．９５） ｝＝０．８９３２５

図２

図３のように接続したときの稼働率を求める。

０．９５×｛１－（１－０．８５）×（１－０．９０） ｝＝０．９３５７５

図１、図２、図３の中で稼働率が最大となるのは、図３である。図３ よって、

(ｲ) ワークシートによる評価方法

［具体の評価規準及び評価の観点］

・ 分散処理システムの特徴について意欲的に調べたり、まとめたりしようとする。

【関心・意欲・態度】

・ 分散処理システムの長所・短所を考え、目的に応じて適切に選択することがで

きる 【思考・判断】。

［評価方法］

・ ワークシートの記述の点検・分析

［評価の実際］

・ 分散処理システムについて意欲的に調べたり、まとめたりしようとしているか

など、ワークシートへの取組の状況を、机間巡視をしながら点検する。

・ 身のまわりの利用例と関連付けて考えることができているかを、提出させたワ

ークシートの記述を分析し、評価する。

・ 分散処理システムについて、身のまわりの利用例の調査を自主的に行い、分散

処理システムの仕組みや特徴を的確に把握してワークシートを完成させている状

況を（Ａ）と評価する。

・ 分散処理システムの仕組みや特徴が把握できていない状況（Ｃ）の生徒につい

Ｄ
Ｅ

Ｆ

E
D

Ｆ

F
Ｅ

D
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ては、分散処理システムのポイントをあらためて整理させ、課題解決の糸口を与

える。

( ) 観点別評価の総括3

ア 総括の場面

観点別学習状況については、個々の評価規準に照らして学習の実現状況を評価し、

得られた評価結果を基に、単元全体の実現状況をまとめ、さらに学期や学年といった

単位で学習の実現状況をまとめていくことから、観点別学習状況の評価の総括は、単

元ごと、学期ごと、学年ごとに行われることが多いと考えられる。

イ 単元における観点ごとの評価の総括

観点別評価を総括する方法については、各学校で工夫することになるが、次に、評

価結果を点数化して総括する例を示す。

(ｱ) 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）を３点 「おおむね満足できると判、

断される」状況（Ｂ）を２点 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）を１点と、

して点数化し、平均点を計算する。

(ｲ) 平均点が 点以上の場合はＡとする。2.5

(ｳ) 平均点が 点以上で、 点未満の場合はＢとする。1.5 2.5

単元「コンピュータの利用形態」の「分散処理システム」で使用するワークシートの工夫例（ ）斜体は記入例

評価との関連分散処理システムについて調べる

１ 分散処理システムの長所と短所について考えてみましょう。

思考・判断

負荷を分散し、処理能力の低下を防ぐことができる。長所 ・

・システムの一部が故障しても、他で補うことができるため、システム全体の信頼性

が高い。

・システムを変更する場合でも、変更する部署のみを切り離すことにより、他の部署

に影響を及ぼすことなくシステムの変更ができる。

・データが分散しているので、セキュリティが弱く、データの管理が難しい。短所

・システムの全体像が把握しにくいので、システムの管理が煩雑になる。

２ 現在のデータ処理システムは、全体的な傾向として、集中処理システムから分散処理システ

ムに移行していく方向にありますが、分散処理システムに移行していく要因としてどのような 思考・判断

ことが考えられますか。

パーソナルコンピュータやサーバの高性能化やネットワーク技術の進歩により、安価にシ

ステムを構築することが可能となった。このことにより、業務内容など企業活動の変化にあ

わせてコンピュータを配置したり、コンピュータの性能を上げたりする対応を柔軟に行うこ

とができるようになったため。

３ 分散処理システムの構成の一つにクライアント／サーバモデルがあります。学校に設置され

ているサーバは、どのような機能を持っているか調べてみましょう。 関心・意欲・態度

・ファイルサーバ～授業で使うプログラムやデータを管理する。

・プリントサーバ～ネットワークでプリンタを共用する。

・ＷＷＷサーバ～学校のホームページを配信する。

・メールサーバ～電子メールアカウントを管理し、電子メールの送受信を行う。

・データベースサーバ～大量のデータを検索できるよう管理する。



-H16 6 -専情

(ｴ) 平均点が 点未満の場合はＣとする。1.5

ウ 学期末及び学年末の評価への総括

学期末における総括については、単元における観点ごとの評価結果をもとに行う場

合や、単元の中の「学習活動における具体の評価規準」に照らして行った評価結果か

ら直接行う場合が考えられる。いずれの場合も、学期末における観点別学習状況の評

価を導く総括は、単元における観点ごとの評価の総括と同様の考え方で行うことがで

きる。

ここでは、後者の場合について、学期末の評価に総括する例を示す。

「学習活動における具体の評価規準」に照らして行った評価結果

関心･意欲･態度 思考･判断 技能･表現 知識･理解小単元 小 単 元

ソフトウ プログラム言語の種類と用途 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
ェ ア の
基礎 ファイル Ｂ Ｂ Ｃ Ａ

コ ン ピ 通信ネットワークのしくみと利用法 Ａ Ｂ Ｃ Ｂ
ュ ー タ
の 利 用 データ処理方式 Ａ Ａ Ｂ Ａ
形態

集中処理システム Ｂ Ｃ Ｃ Ｂ

分散処理システム Ａ Ｂ Ｃ Ａ

インターネット Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

「 」 、 「 」 、関心・意欲・態度 については 各小単元の評価が ＡＢＡＡＢＡＢ であり

前記イ(ｱ)により平均点は 点となり、Ａ評価とする。2.6

「思考・判断」については、各小単元の評価が「ＢＢＢＡＣＢＡ」であり、前記

イ(ｱ)により平均点は 点となり、Ｂ評価とする。2.1

「技能・表現」については、各小単元の評価が「ＢＣＣＢＣＣＢ」であり、前記

イ(ｱ)により平均点は 点となり、Ｃ評価とする。1.4

「知識・理解」については、各小単元の評価が「ＢＡＢＡＢＡＢ」であり、前記

イ(ｱ)により平均点は 点となり、Ｂ評価とする。2.4

学年末における総括については、単元における観点ごとの評価結果をもとに行う場

合、単元の中の「学習活動における具体の評価規準」に照らして行った評価結果から

行う場合、各学期末における評価結果をもとに行う場合が考えられる。

いずれの場合も、学年末における観点別学習状況の評価を導く総括は、単元におけ

る観点ごとの評価の総括と同様の考え方で行うことができる。

エ 観点別学習状況の評価の評定への総括

観点別学習状況の評価を評定に総括する方法については、例えば 「関心・意欲・、

」、「 」、「 」、「 」 「 、 、 、 」態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 のそれぞれが Ａ Ａ Ａ Ａ

であれば「５ 「Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ」であれば「３」などとする方法のほか、観点ごと」、

に重みを付ける方法など、様々な方法が考えられる。学校における指導の重点や評価

方法等を踏まえ、適切な方法を定めておくことが必要である。


